
建設業
地域をつくり、
安全・安心を支える

株式会社岡部
土木部所属

高 平 大 司 さん
たか　 ひら　 ひろ　　し

（38歳）

朝日建設株式会社
第一工事部所属

川崎 麻沙美 さん
かわ さき　　ま　 さ　 み

（25歳）

建設業の仕事に就いたきっかけや、やりがい、
これからの目標などを若手技術者の皆さんに聞きました。
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　父親と祖父も同じ仕事で、幼いころから工事現場を見る機会が多く、壮大で
スケール感のある建設業に魅力を感じ、大学では土木を学びました。
　現在は現場を管理する立場であることから、工事の品質管理だけでなく、作
業員一人ひとりの安全管理など責任を感じますが、そ
の反面やりがいもあります。やはり、関係者の方々か
らの「ありがとう」の一言が一番うれしいことです。
　建設業の仕事は自然が相手ですし、まったく同じ現
場はありません。一品ごとのオーダーメイドで物を造
れることがこの業界の最大の魅力ですね。
　若い人がこの仕事にやりがいを持ちつつ、安心して
働ける業界にしていくことが目標です。
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　昔から有名な建物を見ることが好きで、大学では建築を学びました。最初は３Ｋ
（きつい、汚い、危険）のイメージはありましたが、在学時に参加した現場見学会
ですごく良い印象を受け、それで実際に建物を造る仕事を選びました。
　目の前で建物がどんどん出来上がるのが経験できます
し、完成した建物を引き渡した時に、お客さんから喜んでも
らえるのが一番のやりがいですね。
　以前、祖母が入居している老人ホームの工事を担当しま
したが、祖母にとても喜んでもらえ、この仕事を選んで良かっ
たと実感しました。
　完成した建物はその後、何十年も残ります。自分が造っ
た建物を子供に伝えることが楽しみですし、誇りになりま
す。実際に使っている状況を見るのもうれしいことですね。

　建設業は生活の基盤を整え、社会を支える重要な仕事です。それぞれが役割
を果たし、協力し合ってチームでひとつの物を造り上げることが魅力です。工事
が完成した時は達成感があり、近隣の住民の方々からお礼を言われた時はとて

も嬉しいですね。
　元々、現場の仕事に興味があり高専で土木を学び、そ
の知識を活かした仕事に就きたいと思い今の会社を選びま
した。今後も経験を積み、知識を身につけて、お客さんや
上司から信頼される技術者になることが目標です。
　建設業の仕事は、天候などの自然環境に振り回される
時もありますが、それを乗り越えた後に得るものはとても
大きいです。自分自身の財産にもなります。みなさん「頑
張ろう」です。


